
（
テ
ロ
対
策
）

新
設
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
）

新
設

強
化
又
は
新
設

強
化

原子力問題調査特別委員会原子力問題調査特別委員会
 東海第二原発の適合性審査申請内容を聞く 東海第二原発の適合性審査申請内容を聞く
　東海村議会の原子力問題調査特別

委員会は、６月17日に日本原子力発

電株式会社から新規制基準適合性審

査の申請内容(地震対策･津波対策･

火山活動･竜巻等）について説明を

受けました。

　委員からは、1978年の営業運転開

始から35年が経過した原発の老朽化

を危惧し、「老朽化した原発の安全

性は」「新たに想定し直した地震の

揺れに耐えられるのか」「独自のケー

ブルの難燃化対策は有効なのか」等

の質疑応答がありました。

　なお、原電は質問に応えて、住民

説明会を開催する予定である旨を表

明しました。

一
般
質
問

（出典：原子力規制委員会資料）

〈従来の規制基準〉

シビアアクシデントを防止

するための基準（いわゆ

る設計基準）

（単一の機器の故障を想

定しても炉心損傷に至ら

ないことを確認）

〈新規制基準〉

自然現象に対する考慮

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能

意図的な航空機衝突への対応

放射性物質の拡散抑制対策

格納容器破損防止対策

炉心損傷防止対策
（複数の機器の故障を想定）

内部溢水に対する考慮（新設）

自然現象に対する考慮
（火山・竜巻・森林火災を新設）

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能

結成された地域の見守り隊

議
員　

来
年
度
か
ら
の
介
護
福
祉
や
予
防

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
思
う
。

そ
の
中
の
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

の
設
置
や
地
域
の
支
援
推
進
員
の
配
置
は

ど
う
な
の
か
伺
う
。

福
祉
部
長　

村
も
そ
れ
ら
を
設
置
す
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
認
知
症
の
相
談
を
受

け
た
時
は
、
適
切
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

議
員　

昨
年
度
、
全
国
で
は
認
知
症
行

方
不
明
者
の
届
け
出
が
１
万
人
を
超
え

３
８
８
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し

た
中
、
本
村
で
は
あ
る
地
域
で
認
知
症
の

見
守
り
隊
を
結
成
し
た
と
聞
い
た
。
そ
の

経
緯
を
伺
う
。　
　
　
　
　
　
　

福
祉
部
長　

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
認
知
症
の
高
齢
者
を

見
守
る
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
。

議
員　

今
後
の
認
知
症
を
は
じ
め
介
護
福

祉
に
向
け
た
具
体
的
取
り
組
み
つ
い
て
考

え
を
伺
う
。

福
祉
部
長　

増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
高
齢
者
自
ら
が
社
会
参
加

や
役
割
を
担
う
こ
と
で
生
き
が
い
や
、
介

護
予
防
を
行
う
生
活
支
援
を
担
う
人
で
あ

り
利
用
者
で
あ
る
と
の
考
え
で
推
進
す

る
。

公
明
党　

植
木　

伸
寿　

議
員

問　

認
知
症
や
介
護
支
援
に
向
け
た
取
り
組

み
を
伺
う

答　

本
村
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
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